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　　表紙写真説明

「ミヤマコアザミ」（伊吹山にて）

撮影者　工業会事務局

開催日時：令和２年９月２日（水）１８時００分～２０時００分
開催場所：八重洲倶楽部（東京駅八重洲口地下）2,3会議室     電話：03-3275-0801
テ ー マ：日本民族の“いのち”とは何だろう？
講　　師：山根　隆行（やまね　たかゆき）氏（Ｃ50年卒）

特定非営利活動法人 港湾保安対策機構　理事長
1975年名古屋工業大学Ⅱ部土木工学科卒、1977年同大学院修士課程土木工学専攻終了。
同年運輸省入省。その後、関西国際空港㈱出向、運輸省北海道運輸局企画部長、茨城
県土木部技監兼港湾課長、運輸省港湾局計画課企画調査室長、国土交通省北陸地方整
備局港湾空港部長、国土交通省国土技術政策総合研究所副所長を歴任。その後2008年
国土交通省退職し、同年8月に特定非営利活動法人港湾保安対策機構理事長に就任
し、現在に至る。

講演概要：平成から令和へと時代が変わり、昭和生まれの私（山根様）にとっては、はや自分
自身が子供のころに感じていた明治生まれの方々に相当する世代になってしまった
との感が深いです。昨年から今年にかけては皇室に関わるニュースを見聞する機会
も増え、改めて我が国の皇室とは何だろう？と考えてみました。特にキリスト教で
ある私にとっては、皇室の儀式や神社の祭礼での神道に基づく所作とキリスト教の
原典である聖書の記述、日本語とヘブライ語とには少なからず類似点が見いだされ
るとの説を唱える学者もおり、改めて興味を抱くことになった次第です。そんな訳
で、ごきそサロンのテーマとして適切か否か迷いましたが、「神道とキリスト教の
接点」について話題を提供させて頂き、皆様からのご意見を頂ければ幸いと思いま
す。

会　　費：名古屋工業会会員：１，０００円、非会員：１，５００円（全員に食事が付きます）
申 込 先：食事の準備の都合上、８月２０日（木）までに下記の各科連絡幹事宛、電話、FAX

又はe-mailでお申し込み下さい。各科連絡幹事は出席者名簿を８月２２日（土）ま
でに鈴木まで E-mail（spyn5cf9@canvas.ocn.ne.jp）によりご連絡下さい。

東京支部「第65回 東京ごきそサロン」開催のご案内

Ｃ：松田和繁 Tel : 090-8437-7800
　e-mail: matsudaron0426@gmail.com
Ａ：長谷川久巳 Tel : 090-4522-1373
　　　　　　 　Fax : 03-6665-4852
　e-mail: hasegawa.hisami.3t4@eng.nipponsteel.com
Ｍ：戸澤宏一 Tel : 090-1605-1038 
　e-mail: h.tozawa.803@nitech.jp
Es：丸山 実 Tel : 080-4676-7555 
　e-mail: maruyama1938@gmail.com
Ｄ：刑部道博 Tel/Fax : 045-974-5675           
　e-mail: m.osakabe.459@nitech.jp

Ｗ：印藤　嶠 Tel/Fax : 047-492-1384
　e-mail: t-nikka1117@cg7.so-net.ne.jp
Ｙ：日沖　昭 Tel/Fax : 045-911-3340
　e-mail: hioki3@y6.dion.ne.jp
Ｋ：北村明弘 Tel : 090-6191-3316
　e-mail: akihiro.kitamura@sho-pat.com
Ｆ：小川一郎 Tel/Fax : 049-264-0767
　e-mail: i-ogawa@mtj.biglobe.ne.jp
Ｂ：飯沼義昭 Tel : 0467-23-7380
　e-mail: takaoka102102@yahoo.co.jp

　今回は、特定非営利活動法人港湾保安対策機構　山根隆行様にお話しして頂きます。奮ってご参加お
申し込みください。もし開催日近くでなおコロナ禍が収まらず開催中止になる場合、各科連絡幹事より
中止のご連絡を致します。
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　母校、名古屋工業大学では、3月の企業研究セミナー（吹上ホールで400社がブースを開く就職活動の

最大イベント）、学位記授与式（卒業式）、4月に入って入学式が中止になり、授業開始も5月14日からオ

ンディマンドでの実施となりました。

　多くの大学で、技術的な問題からオンライン授業が頓挫する中、「強固な」情報基盤を整備してきた母

校では、情報工学系教員のソフトに関する熱心なアドバイスもあり、順調な滑り出しとなりました。

　大学学務課では、オンライン授業へのアクセスができていない学生のフォーローアップなど、きめ細

かな対応も行っています。

　現在では、多くの会議もTeamsなどのテレビ会議ソフトを使ってオンラインで行われています。

　５月の下旬に緊急事態宣言も解除されたことから、研究室ワークが中心となる４年生、大学院生が６

月から登校し、遅れていた卒業研究などに取り組んでいます。（３年次以下は引き続きオンライン授業）

　第二波、第三波を警戒して、三密を防いでの研究活動となるため、各研究室においても様々な工夫が

求められています。

　学生センターの職員はフェイスシールドとマスクの「重装備」で窓口業務を行っています。

　大学では、夏休みを可能な限り縮めての研究室活動を行いますが、2か月の遅れをどのように取り戻

すのか、指導教員の頭の痛い問題となっています。

　感染防止のため大声は禁物。マスク姿で「無言」で「ガンバロー」をしてくれた学生たち。遅れている研

究活動に勤しんでいます。窓は全開、人との間隔も１ｍをとりました。（河辺研究室から）

名古屋工業会事務局

母校名古屋工業大学の新型コロナ感染症対応について

河辺研究室の 4 年生・院生 フェイスシールドとマスクの
「重装備」の職員

（学生センター学務課の職員）

　５月以降、オンラインで授業が行われていましたが、６月から卒業研究の４年生と大学院生の出校が認められ、
６月下旬以降は、実験・実習・演習など、大学でしか実施できない授業が開始されました。研究も再開されてきて
おり、夜間の校舎で窓を灯す明かりも徐々に増えつつあります。ただし、講義科目は、引き続きオンライン授業です。
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　会員の皆様におかれましては、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、何かと不便・不自由な生活
を送られていることと存じます。
　新型コロナウィルス感染症は、日本国内においては、ピークを越えましたが、世界での蔓延は収まっ
ておらず、第二波、第三波を想定して、感染症対策を踏まえた社会生活（「新しい生活様式」）が求められ
ています。
　母校名古屋工業大学では、遅れていた前期授業が5月14日からオンディマンドにより開始されました。
緊急事態宣言が解除された６月からは、研究室ワークが中心の学部４年生、大学院生が大学に戻り、研
究活動を始めています。ただ、３年生以下は引き続きオンディマンドによる授業です。
　名工大は、情報設備環境は整っているとはいえ、学生側のネットワーク接続環境には差があり、必ず
しも万全の勉学条件とは言えません。また、親の収入が激減し、アルバイト先もままならず、学生生活
の継続に支障のある学生もいます。

　母校は、新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、学ぶ意欲をもちながらも困窮している学生の支援
や，遠隔授業等の学習環境の整備などに対して，募金活動を開始することとなりました。
　名古屋工業会においても、これら学生の支援のための募金活動を行います。
　ぜひとも、ご賛同くださいますようお願いします。

一般社団法人名古屋工業会
理事長　加川純一

＜寄附方法について＞

　会員各位におかれましては、名古屋工業大学基金ホームページから寄附金のページを開き、インター
ネット/郵便局/金融機関/大学での窓口などを選び、ご寄附をお願いします。
　名古屋工業大学基金ホームページは次のとおり。https://www.nitech.ac.jp/kikin/donate/
　使途について「工業会ウィルス対策」とご記入ください。

＜ご芳名について＞

　大学では、寄附者名を基金のホームページに掲載しております。
　大学基金の芳名掲載ページ→　https://www.nitech.ac.jp/kikin/name/
　ご芳名の掲載を希望されない場合は、寄附の申込みの際に「お名前の掲載を希望しない」旨、記載いた
だきますようお願いします。

参考：名古屋工業大学ホームページ

　　　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学生への名古屋工業大学教育研究緊急支援金の創設

　　　https://www.nitech.ac.jp/news/press/2020/8334.html

問合せ：名古屋工業大学企画広報課（基金室）Tel　０５２－７３５－５００４

新型コロナウィルス感染症に伴う学生援助に対するご支援について
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　2020年度定期総会は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、全国の代議員が一堂に会すること
は中止とし、書面による審議となりました。また、例年、定期総会と同日に開催している理事会、会
員総会、特別講演会、懇親会は中止となりました。
　代議員による定期総会（書面審議）の結果を報告します。
　代議員（88名）には、5月23日付けで、総会資料を送付し、6月30日までに71名から回答があり、全て
の議案について以下のとおり可決されましたので報告します。
　　　　　　　　　　
１　定期総会の成立
　総会の成立要件は、総代議員の過半数（代議員88名中45名）のところ71名からの回答を得ましたので、
本定期総会は成立しました。（定款第21条による）

２　議決
　第1号議案　2019年度事業報告及び収支決算案
　通常の議案については、回答者の過半数（71名中36名）が必要であるところ、回答者71名全員が賛成
でしたので、第1号議案は、可決しました。（定款22条第1項適用議案）

　第2号議案　名古屋工業会館の解体について
　重要な財産の処分については、議決権の2/3以上（88名中59名）が必要であるところ、回答者71名全員
が賛成でしたので、第2号議案は、可決しました。（定款22条第2項適用議案）

　第3号議案　2020年度事業計画及び収支予算案
　通常の議案については、回答者の過半数（71名中36名）が必要であるところ、回答者71名全員が賛成
でしたので、第3号議案は、可決しました。（定款22条第1項適用議案）

2020年度定期総会（書面審議）の結果について
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　今年の双六会はどこかで「卒後50年お泊まり
会」ということだったが、これがコロナで飛ん
だ。代案で、「文集はどうか」と提案があり、こ
こに思いのまま書いた。
　ちなみに、「双六会」（すごろくかい）は大学
同期会の名称。19「六六」年入学ということと
単科会が「双友会」なので、「六六会」ならぬ「双
六会」としたもの。
　このところ１～２年に一回は飲み会をやっ
た。6月6日前後に。昨年は「名古屋城本丸御殿
見学会と宗春ゾーンで飲み会」　それが今年は
コロナで飛んで、この稿を書くことに。
　ステイホームのイライラ防止のため、私はコ
ロナ撲滅祈願をお題目に、オープンエアの自転
車で神社巡りを始めたが、これは後述する。

　名工大は今年の卒業式と入学式を中止。50年
前もあった。学園紛争の余波で名工大の卒業式
は中止となったが、それは今となってはほんの
一時の腫れ物だった。現在私が所属するオーケ
ストラのコンサートは２本（今年の７月と10月）
が中止決定。さらに３本目（11月）も暗雲。この
コロナはまだまだ続くという。世界経済は激動
の時代となり、生活様式が変わる。
　ちなみに、テレワーク。我が家は家内と二人
だけの生活だが、息子家族と娘家族は帰省自粛
で、最近テレビ会議システムのZoomを利用し
て家族夕食会を始めた。先日またそれをやっ
た。お酒を用意した。家内は飲めないのでジン
ジャーエールでお付き合い。新しい生活様式と
はこういうものも言うのだろう。

４月初旬にコロナ撲滅祈願で自転車で神社巡り

を始めた。まだ道半ば。

　現在は名古屋市に居住している。5年前に転
居してきた。
　名古屋市は全16区あり、ネットで調べると約
700社強の神社があると知った。
https://jinja.nagoya/
　これをつぶさに巡って、八百万の神々、お天
道様にコロナ撲滅を願うということにした。
　えっ！「不要不急の外出自粛」が叫ばれてい
たというのに、いかがなものか！と、お叱りを
うけるかも。ですが、散歩を自転車に置き換え
ただけですので、お天道様もお許しになるだろ
う、と実行に移した次第。
　スタートしたのは2020年4月10日。まず居住
する中区から。全40社巡った。

交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U

双六会  卒後５０年に寄せて
伊藤 哲夫（W45）

名古屋神社巡り軌跡
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　その数日前の4月6日には首都圏など7都府県
に「緊急事態宣言」が出され、ここで決意し準備
を始め、4月10日にスタートしたが、この日は
愛知県独自の「緊急事態宣言」が発令された日
だったので、これがコロナ撲滅祈願の号砲と
なった。

神社巡りをするにあたっては、自分なりにルー

ルを決めた。

＊八百万の神前では、「お蔭様です」と「護国
祈願」を唱える。

＊道中、人との接触・会話はしない。はぐれ
ても人には道は尋ねない。飲食は戸外で。

＊各区を一筆書きで巡る。自宅から自宅まで。
＊地下鉄・バスは乗らない。オープンエア自

力走行のみ。
ちなみに、神前での唱えの心は、、

＊「お蔭様です」とは、「ここにこう元気にお
参り出来てお蔭様です」と。

＊「護国祈願」とは、まさしく「コロナ撲滅祈
願」。

もう神頼みそのもの。私本人は至って自己満足
している。
　自転車神社巡りでは家内には心配をかけてい
るが、なんとか理解をもらっている。
　まず中区を終え、そして隣接する8区を巡り
終えたのが、5月13日。その後、さらに瑞穂区

（5/20）と南区（5/29）と巡った。今日までに11区
を巡り、残り5区となった。
　ちなみに、日泰寺周辺も巡り、同期の自宅前
を通りましたが、「人との接触はしない」を縛り
としていたので、声もかけず、、、愛想ナシで、、
そのまま山神社に向かった。

　実はちょっと気の緩みが出た。全国の緊急事
態宣言が5月14日に解除された。それまでは、
一切地下鉄バスは乗らんぞ！の気概でやってき
て、その通り自力走行してきたが、とうとう11
番目の南区は地下鉄のお世話になった。自宅か

ら自宅への一筆書きのルールは外していない
が。この後、港区、守山区、、と予定している。
ちなみに今日現在11区終えたところで、530社、
走行距離684Km。
　実績ルートは、自室の壁に張った地図「名古
屋市」に赤ペンで記入し、日々悦に入っている。

（写真添付）　残りは180＋社。暑くならないう
ちに終えたい。
　これまで巡拝した530社のうち、一社を挙げ
よ、、と言われれば、　　

＊神明社（花車）　名古屋駅（国際センター）の
近くにあるので、機会あればどうぞ。　

　ここはビ～ンと来た・・
　　　「何んか居る　昼なお暗き　花車」
　おまけに、繊維関連でふたつ、、
＊羊神社（北区）　私は毛織物業界のOBであ

り、お礼参りでもあり。
＊綿神社（北区）　海神（わたつみ）が転じたと

もいう。学徒動員「聞け、わたつみの声」
　今まさにコロナ戦の戦時中。研修医は動員

やも。安寧を祈願。

日本を知らない。

　輪行。電車を使い自転車で各地を回ること。
これを始めたのは、退職後。
　始めた背景はこうだ。若いころから自分は

「日本を知らない！」と恥ずかしい気持ちをずっ
と持っていた。海外経験がそうさせたと思って
いる。というのは、大卒後は英国に留学、院卒
後、豊田織機に就職しベルギー駐在も経験し
た。その後38歳で父の経営する毛織物会社に転
職。ここでも輸出を担当し、日本らしい日本の
布地の輸出に努めた。また、趣味としては、大
学時代からオーケストラでバイオリンを弾いて
いたし、現在もそう。総じて欧米とのかかわり
が多かった。これが背景。欧米にいると「本当
に日本のことを知らないなあ」と思い知らされ
ていた。質問されても答えられない！そのまま
時が流れ退職の日を迎え、そこで決めた。これ
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からは「楽しく日本を知ろう」、と。これがきっ
かけで自転車で歴史散策を始めた。近場でも古
墳・史跡がある。それから京都奈良も。旧東海
道、旧中山道などなど。義経弁慶の逃避行の追
体験「吉野(奈良) ～北陸～平泉」を輪行。四国88
か所自転車お遍路も結願し高野山まで自力走行
で結願報告に行った。その折、同期の実家をお
遍路の装束のまま訪ねた。徳島鳴門の「鳴門金
時」(さつまいも)の生産農家。奥さんとも歓談
した。いいもんですね、同期の仲間と会えるの
は。
　ごく最近では、この春3月21日に走破した「ヤ
マトタケル最期の遠征、熱田～伊吹山～亀山（の
ぼの）で白鳥となる」の追体験。339.5Km。その
後は、とうとうコロナで自粛生活となった。

自転車で地球一周分、4万Km

　自転車は退職したその日を起点に10年間で地
球一周分（4万Km）を走破、と決めた。毎日平
均11Km走れば、これが達成できる計算。さて
結果は？　最初の3 ～ 4年は頑張ったが、未だ
24,000Kmで、いまの仮想到達点は南大西洋セ
ントヘレナ島沖合洋上。この8月で丸9年だが、
あと何年かかるか？　体が持つか？　まだ望み
は捨てていない。

日本を知る旅＠福島by自転車

　福島原発事故が2011年。その被害の凄惨さは
報道で知れるが実感がなかった。
　そこで2016年に自転車で福島原発周辺を3日
間、走り回った。
　飯館村、浪江町、双葉町、、、警官には何度も
職質を受けながら、道に迷っていなくてもあえ
て土地の人に道を聞き、なにげなく実情を聞い
た。津波の被害もさることながら、原発被害の
実態を目の当たりにし胸が痛んだ。自分がいか
に幸せな境遇にいるのか、肌で感じた。これは
ちょっと辛い「日本を知る旅」でした。

＊黒バッグ　除染進むが　どこへ行く
　　　　　　　2016/10/14＠飯館村
＊フクシマを　肌に知り得て　幸を知る
　　　　　　　2016/10/15＠帰路の車内

日本を知る。

　自転車と同時期に、能楽の小鼓のお稽古を始
めた。謡いを通じ、古き良き日本を知れるので
は、と。これは続けている。その後さらにお座
敷芸の小唄と三味線も始めたが、これは長続き
しなかった。動機不純だった。

これから、どうする？

　世の中の邪魔にならないように、とは思って
いる。
　自転車行「岡山～総社～タタラ製鉄の軌跡～
金屋子神社～出雲大社」
　お世話になった豊田織機の本社敷地内には

「豊永神社」があり、出雲「金屋子神社」の分祀と
伝わる。コロナ禍がなければ、この春、これを
終えていた。これをやり遂げたい。
　他にもこなしたいルートはまだいろいろある
が、喫緊の課題は名古屋の神社巡りの完走。今
は港区を巡っている。そのあと守山区、、、
　マスクはつける。消毒アルコールは小型スプ
レーに入れ、そこにはアルコール度75％のウ
オッカ。ポッカレモンが数滴たらしてある。　
　気付け薬であり、いつでも飲める。

　【繊維の同窓会は『双友会』と言いまして、そ
の中の1966年4月入学の同期会の名前を『双六
会』と言います。今年は卒業50周年になります】

B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
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B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2020/4/11 WEB  徳田研究室 － 音声合成ソフトを無償提供　名工大ベンチャー、電子教材に
活用

2020/4/11 朝 11 徳田研究室 － 音声合成ソフトを無償提供　名工大ベンチャー、電子教材に
活用

2020/4/21 朝 17 名古屋工業大学 － 自動運転用高速通信、名工大発で国際規格　試験・認証機
関設立へ

2020/4/21 WEB  名古屋工業大学 － 自動運転用高速通信、名工大発で国際規格　試験・認証機
関設立へ

2020/4/28 朝 25 徳田恵一 情報工学科 春の褒章　紫綬褒章

2020/4/29 朝 4 垣田宏治
結城康夫 名誉教授 春の叙勲受章者　瑞宝中綬章

2020/4/29 朝 8 二之夕裕美 卒業生（M59） 新社長に二之夕裕美氏　株式会社東海理化

2020/5/3 朝 3 神取秀樹 生命・物質工学科 73回中日文化賞決まる　光遺伝子ツールであるロドプシンの研究

2020/5/3 WEB  神取秀樹 生命・物質工学科 73回中日文化賞決まる　光遺伝子ツールであるロドプシンの研究

2020/5/16 朝 26 名古屋工業大学 － 名工大５万円支給

2020/5/20 朝 12 名古屋工業大学 － 善意の学生パワーでコロナ予防　ロボコン技術で顔シールド
県内の大学生ら　３Ｄプリンターで製作、寄付

2020/5/30 WEB  神取秀樹 生命・物質工学科 中日文化賞 第73回　受賞者　光遺伝子ツールであるロドプシ
ンの研究

2020/6/9 朝 21 平田晃正 電気電子工学専攻 夏マスク意外と体温上昇わずか　ただ…脱水症状や酸欠には
注意

中日新聞

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2020/4/10 朝 8 関健太 電気・機械工学専攻 【研究室の窓】メカトロ機器の効率化を目指して　機構解析を
核とした設計支援

2020/5/13 朝 6 林幹大 生命・応用化学専攻 【研究室の窓】石油資源枯渇に備えて　ゴミにならないポリ
マー材料の開発

中部経済新聞
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名⼯工⼤大 　研究紹介・シーズ集「技術の宝庫」
リニューアル！�

研究紹介・シーズ集「技術の宝庫」の、�
「技術・研究紹介記事」を⼤大幅更更新しました。�
�
地域社会のみなさまが活⽤用しやすい情報発信を
⼼心掛け、専属の職員が取材し、分かりやすく紹
介しております。�

お問い合わせ先 　国⽴立立⼤大学法⼈人 　名古屋⼯工業⼤大学 　産学官⾦金金連携機構�
〒466-‐‑‒8555 　名古屋市昭和区御器所町字⽊木市� �-‐‑‒�����  �-‐‑‒����������������������

����  ���������������������������

 　2015年年秋に技術の宝庫の冊⼦子版を発⾏行行し�
て以降降、  産学官⾦金金連携機構では、様々な研�
究紹介コンテンツを掲載いたしております。�
�
今回、産学官⾦金金連携機構の多種多様な研究紹
介コンテンツを網羅羅的に全⽂文検索索する事が可
能になりました！�
�
取り扱うコンテンツの種類は下記の通りです。�
�
■技術の宝庫（冊⼦子版）�
■名⼯工 　⼤大テクノフェア（PDF）�
■テクノ��ー��ン��（��）�
■テクノ���ー�（���）�
■技術・研究紹介記事�
�
�
 　�
 　 　詳しくはコチラ 　⇒�

気になる情報がございましたら、お気軽に産学官⾦金金連携機構までお問合せください。�

名古屋⼯工業⼤大学  産学官⾦金金連携機構では 　�
本学の選りすぐりの技術、新しい情報を�
いち早く、みなさまへお届けしております。�

◇「技術の宝庫」（研究紹介・シーズ集）について 　 　https://seeds.web.nitech.ac.jp/�

企業等の課題解決や商品開発を⽬目的とした技術相談や共同研究のご参考として、�
��ご活⽤用く�さい！�
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OH T L I N E

ホットラインホットライン 表 彰 者 紹 介  

　2019年度叙位・叙勲受章者は以下のとおりです。
　2020年度の名古屋工業会の総会で、工業会より表彰を行う予定としておりましたが、新型コロナウィ
ルス感染症拡大防止により中止と致しましたので、記念品をご自宅へ郵送させていただきました。

【学　歴】
昭和36年３月　名古屋工業大学 機械工学科卒業

【職　歴】
昭和36年４月　名古屋工業大学機械工学科 助手
昭和38年４月　京都大学工学部 助手
昭和47年２月　鳥取大学工学部 助手 助教授
昭和51年４月　鳥取大学工学部 教授
平成２年４月　名古屋工業大学工学部 教授
平成14年３月　名古屋工業大学定年退官・

名誉教授
平成14年４月　愛知工科大学 教授
平成21年３月　愛知工科大学定年退官・

名誉教授

コメント：主に機械加工における自励振動に関す
る研究に従事。

「瑞宝中綬章」
（教育研究功労）

松原　十三生

「瑞宝重光章」
（教育研究功労）

松井　信行

【学　歴】
昭和41年３月　名古屋工業大学 電気工学科卒業
昭和43年３月　名古屋大学大学院工学研究科
　　　　　　　修士課程電気工学専攻修了
昭和51年７月　工学博士（東京工業大学）

【職　歴】
昭和43年４月　名古屋工業大学電気工学科助手

講師、助教授を経て
昭和60年４月　名古屋工業大学電気情報工学科教授

共同研究センター長、ベンチャー
ビジネスラボラトリ―長、学生部
長などを経て

平成12年４月　名古屋工業大学専任副学長（～ 2002年）
平成16年１月　名古屋工業大学学長、同年4月法人

化初代学長（～ 2010年、名誉教授）
平成22年４月　国立大学法人愛知教育大学監事

（文科省辞令）
平成24年４月　学校法人中部大学理事長付

特任教授（任期5年）
その後、民間企業社外取締役、技術顧問などを歴任、
現在に至る

コメント：竹上武雄教授の講義と人柄に魅せられ
て電気機器からパワーエレクトロニクスにのめり
込んでしまった大学生活でした。熱意に溢れた学
生諸君に恵まれ、国内外で認められる研究室を築
けました。学長時代の名工大百周年記念事業では
工業会はじめ卒業生諸氏に大変お世話になり、有
難うございました。
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【学　歴】
昭和54年３月　名古屋工業大学建築学科卒業

【職　歴】
昭和45年４月　株式会社森組 入社
昭和63年５月　田中都市建築事務所 設立
平成元年11月　株式会社 田中都市建築事務所

代表取締役
平成24年３月　社団法人 大阪府建築士会

（後,公益社団法人）副会長

コメント：コロナウイルス禍は、未だ完全収束と
はなっていませんが、「方丈記」にありますように
時代の変化に柔軟に対応し、研究と実践を積み重
ね、世に貢献しつつ大いに発展していただきます
よう祈念いたします。

【学　歴】
昭和40年３月　名古屋工業大学

第２部機械工学科卒業
昭和45年３月　名古屋大学大学院工学研究科

博士課程機械工学専攻修了

【職　歴】
昭和45年４月　名古屋大学 助手（工学部）
昭和47年10月　名古屋大学 講師（教養部）
昭和51年４月　名古屋工業大学工学部

助教授（機械工学科）
昭和59年４月　名古屋工業大学工学部

教授（機械工学科）
平成16年３月　名古屋工業大学 定年退官
平成16年７月　㈲超音波材料診断研究所 所長
　　　　　　　現在に至る

コメント：皆様の税金から給料と研究費をいただ
き、好きな研究を約30年させていただき、ありが
とうございました。現在、１人会社で非線形超音
波を用いた材料内部不健全部の可視化を続けてい
ます。

「黄綬褒章」
（業務精励−設計監理業−）

田中　義久

「瑞宝中綬賞」
（教育研究功労）

川嶋　紘一郎

【学　歴】
昭和37年３月　名古屋工業大学 電気工学科卒業
昭和42年３月　東京工業大学大学院工学研究科
　　　　　　　博士課程修了

【職　歴】
昭和42年４月　名古屋工業大学電子工学科 講師
昭和43年４月　名古屋工業大学電子工学科 助教授
昭和59年４月　名古屋工業大学電子工学科 教授
平成15年３月　名古屋工業大学 定年退官
平成15年４月　中部大学情報工学科 教授
平成20年３月　中部大学 退職

コメント：このたびの受章に際し名古屋工業大学
在学中にお世話いただいた教職員の方々に深く感
謝いたします。在職中はアナログおよびディジタ
ル信号処理の研究に携わり、研究室での学生諸君
との日々が懐かしく思い出されます。変革の激し
い時代ですがこれからも名古屋工業大学の一層の
発展を祈っております。

「瑞宝中綬賞」
（教育研究功労）

早原　悦朗
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『投稿のお願い』
名古屋工業会　広報委員会

【原稿のジャンル】
◆ 交流コーナー（4頁以内）：ご自身のお仕事上の経験などを紹介
◆ 学生コーナー（2頁以内）：名工大生の様々な活動を紹介
◆ 研究紹介（4頁以内）：オリジナリティと学術的有用性のある研究論文
◆ 講 座（4頁以内）：最新技術情報など一般読者に役立つ内容
◆ 随 筆（3頁以内）：見聞・体験・感想・在学時代の思い出など
◆ 紀 行（3頁以内）：海外出張・留学・旅行など
◆ 情報ネットワーク（1頁以内）：支部報告・会員ニュース・お知らせなど
◆ 他に俳句・詩などの文芸、会員の著書・展覧会などの寸評、その他のご自由な意見など（1頁以内）
これら以外に広報委員会が設定する特集・連載記事を募集または依頼します。

【投稿規定】
⑴ 原稿の種類　　掲載希望ジャンルを上記から選択してください。
⑵ 原稿の長さ　　1頁あたり「文章1,000文字+写真・図・表2点」が目安です。規定の頁数に収まる

ように作成ください。
⑶ 原稿の作成と入稿

・原則として当用漢字と現代かなづかいの口語体を基調とします。
・刷り上りはA4版２段組です。標準の文字数は1段が「21文字×38行=798文字」で、1頁につき「21

文字×38行×2段=1,596文字」です。
・手書き原稿でも結構ですが、なるべくワープロソフトを使用し、図表を含め仕上がり紙面に近

い書式で原稿を作成ください。
・ 写真および図版はお送りいただいたものをそのまま使用します。その場合、提出は（JPEG）を

歓迎します。写真や図版ごとにキャプション（短い説明）と通し番号を明記してください。
また、会誌「ごきそ」へはモノクロで、ホームページへはカラーで掲載致しますので、ご入稿の
際はカラー版をお送りいただけましたらと思います。
また、校正は色校正でもお出しできますので、ご希望の際はご連絡ください。

・電子メールでの入稿（Word、Excel、PDF、text等のファイル形式）を歓迎します。
但し、PDF原稿の中に写真や図等の貼付けがある場合、その部分の解像度が落ちてしまう可
能性がありますので、できましたらJPEGファイルも別添いただきますようお願いいたします。

⑷ 原稿の採否および掲載時期
・原稿は，原則として未発表のものに限ります。原稿の採否および掲載時期は『ごきそ』編集委員

会にて決定します。原稿の短縮や、表現・内容の修正等をお願いすることがあります。
⑸ 著者校正　	通常の場合、初校の著者校正をお願いします。
⑹ 原稿表紙　	電子メールの本文、あるいは原稿表紙には次の情報を記載ください。

・著者名と所属 
・本学出身者の場合は卒業した学科（あるいは専攻）、卒業年度
・原稿の種類（掲載希望ジャンル）
・原稿の題目
・顔写真の有無（有りの場合はプリントまたは電子ファイル（JPEG）を添付）
・ご連絡先（郵便番号と住所、電話・FAX・電子メールなど）

【原稿送付先】
　　原稿送付および投稿に関するお問い合わせは下記宛にお願いします。
　　〒466-0061　名古屋市昭和区御器所町字木市29番
　　　　　　　  国立大学法人名古屋工業大学 校友会館内　広報委員会
　　Tel: 052-731-0780　Fax: 052-732-5298　E-mail: gokiso@lime.ocn.ne.jp
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水　田　岩　雄
三　木　俊　雄
加　藤　　　茂
河　本　毅　一
吉　川　光　彦
光　岡　　　毅
河村（旧:加藤）正美
福　山　　　徹
関　川　佳　生
松　本　　　茂
川　口　光　美
花　田　利　雄
佐　藤　高　正
白　木　覚　治
前　田　多津夫
松　村　孝　治
黒　田　昌　夫
和　田　郁　雄
半　谷　　　孝
深　田　道　夫
大　寺　　　永
森　田　　　宏
宮　本　俊　夫
成　田　政　敏
遠　藤　裕　久
藤　村　　　允
深　谷　　　斉
加　藤　久　美
国　枝　弘　和
大　西　　　一
米　沢　総一郎
小　岩　　　浩
松　岡　行　雄
永　島　達　雄
青　山　哲　也
分　部　 　力
間　瀬　卓　夫

Ｃ18
Ｃ22
Ｃ26
Ｃ32
Ｃ33
Ｃ35
Ｃ35
Ｃ36
Ｃ38
Ｃ38
Ｃ42
Ａ13
Ａ23
Ａ22
Ａ38
Ａ45
Ｍ14
Ｍ19
Ｍ20
Ｍ25
Ｍ26
Ｍ33
Ｍ35
Ｍ35
Ｍ35
Ｍ36
Ｍ42
Ｍ43
Ｍ44
Ｍ49
Ｍ52
Ｅ16
Ｅ16
Ｅ18
Ｅ23
Ｅ23
Ｅ25

Ｒ 2. 1. 19
Ｒ 1. 8.
Ｈ26. 9. 5
Ｒ 1. 
Ｒ 1. 10. 5
Ｈ27. 8. 2

Ｒ 1. 8. 3
Ｒ 1. 5.
Ｒ 1. 5. 13
Ｒ 2. 2.
Ｈ31. 3.
Ｈ30. 12. 17
Ｈ30. 6. 5
Ｈ28. 9. 4
Ｒ 1. 8. 25
Ｈ26. 7.
Ｒ 1. 12. 21
Ｈ22. 10. 21

Ｒ 1. 6.
Ｈ29. 6. 18
Ｒ 1. 9. 10
Ｈ29.
Ｒ 1. 9. 6
Ｒ 2.
Ｒ 2. 4. 15
Ｒ 1. 11. 17
Ｒ 1.
Ｒ 1.
Ｈ29.
Ｒ 1. 7. 2
Ｒ 1. 10. 7
Ｈ31. 1. 20
Ｈ29. 
Ｈ31. 4. 20

訃　　　報
森　本　　　浩
森　　　義　信
岩　下　湛　光
岡　村　正　孝
國　島　　　尤
小　玉　　　肇
熊　沢　義　美
松　本　義　幸
中　塚　　　茂
沢　田　正　弘
森　田　甫　之
鳥　居　　　裕
梅　村　英　三
池　上　利　政
田　中　一　義
今　村　常　男
小副川　栄　一
前　田　哲　男
太　田　忠　久
長谷川　栄　一
竹　村　　　皎
岸　　　良　幸
宮　本　浩　二
山　本　　　基
北　村　慶　雄
山　﨑　博　章
福　井　雅　幸
田　中　耕　嗣
山路（旧:神尾）庸道
寄　田　栄　一
浅　井　邦　夫
佐　竹　毅　彦
長谷川　　　壽
中　江　由　次
矢　杉　井久雄
西　田　修　造
河　路　弘　臣

Ｅ25
Ｅ26
Ｅ26
Ｅ29
Ｅ29
Ｅ29
Ｅ31
Ｅ31
Ｅ32
Ｅ34
Ｅ35
Ｅ35
Ｅ36
Ｅ37
Ｅ37
Ｅ40
Ｅ47
Ｅ62
Es43
W26
W29
W30
W33
Ｄ23
Ｄ34
Ｄ37
Ｄ60
Ｇ52
Ｙ33
Ｙ34
Ｙ39
Ｙ57
Ｋ30
Ｆ44
Ｆ46
Ｆ49
Ⓚ22

Ｒ 1. 6. 7
Ｒ 1. 
Ｒ 1. 10.
Ｈ31. 1. 28
Ｒ 2. 2. 1

Ｒ 1. 7. 31
Ｒ 2. 1. 6
Ｒ 1. 
Ｈ30. 1. 7
Ｈ29.
Ｈ31. 2. 28
Ｒ 2. 4. 4
Ｒ 1. 5. 15
Ｒ 2. 3. 7
Ｈ31. 3. 10
Ｒ 1. 8. 30
Ｒ 1. 10.
Ｒ 2. 1. 25
Ｒ 1. 5. 4
Ｈ31. 3. 11
Ｒ 2. 2.
Ｒ 1. 7. 11
Ｒ 1. 10. 23
Ｈ30. 
Ｈ31. 2.
Ｒ 1. 9. 7

Ｈ30. 8. 
Ｒ 1. 12. 27
Ｒ 2. 4. 15
Ｈ30. 3.
Ｒ 1. 9. 7

Ｈ31. 4. 5
Ｒ 1. 11.

謹んで哀悼の意を表します。
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